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7 一 失礼 を 請う こと の 礼儀 作法 


@ 他人 の 家 に 入る 時 の 礼儀 作法 : 


1 三 和 至高 の アッ ラー は 他 ら れ ま し た : 古 
信仰 する 者 た ちよ 、 そ の 許し を 語 い 、 家 人 に 挨拶 する こと な し に は 他人 の 家 
に 入る の で は な い 。 そ れ が あな た 方 に と っ て より よい こと な の だ 。 あ な た 方 
が (この こと に ) 教示 を 受け る の な ら ば (きっ と そう する で あろ うに ) 。 中 
(クル アー ン 24 : 27) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 多 
あな た 方 が 他 の 家 に 入っ た な ら ば 、 あ な た 方 の 同 抱 に アッ ラー か ら の 、 祝 福 
に 溢れ た 美しい 挨拶 を する の だ 。 吸 (クル アー ン 24 : 61) 


() 他人 の 家 に 入る 時 の 許可 の 請 い 方 : 


1 一 アブ ー・ ム ー サ ー・ ア ル テ ア シュ アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ 
) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
は 言い まし た : “(呼ぶ な り ド ア を ノッ ク す る な り し て ) 8 回 許可 を 請う て も 
返事 が な か っ た ら 、 立 ち 去 る の だ 。” 」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝 
承り 





2 一 リ ジ イ ー (人 彼 に アデ アッ テ ー の と ご 商人 民 あ れ ) 人 は 言い まし た 、! パ スー ィ ア デア 
ー ミ ル の 民 出 身 の 男 が 、 私 た ち に この よう に 語り まし た : 彼 は 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 在宅 中 に 、 彼 に ( 家 に 入る ) 許可 を 請 い 
、 こ う 言 いま し た : “入っ て も いい で すか ?” する と 医 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 使用 人 に こう 言い まし た : “ 彼 の と ころ に 行っ て 
、 話 如 の 請 い 方 を 教え よ 。 彼 に こう 言っ て や る の だ : ! ア デア ッ ー テ ザラ ー ム み ・ デ アデ 
ライ クム (あな た 方 に 平安 あれ ) 。 入 っ て も いい で すか ?」 と 言い な さい 、 
と 。” それ で 男 は それ を 聞き 、 言 いま し た : “アッ ー ニ サラ ー ム ・ ア ライ クム 
AS て NMMWUVG で す /09 こう し 届き ん 0 まし た 。」 ん デブ デー ャ ター ツー 
ド と アフ マ ド の 伝承 9 














@ 他人 の 家 に 入る 許可 を 請う 時 に 立つ 位置 : 


アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ブ スル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 
「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 人 々 の 家 を 訪れ る 時 、 
扉 の 真ん前 に は 立た ず 、 そ の 右側 か 左側 の 柱 の も と に 立ち まし た 。 そ し て こ 
う 言 っ た も の で す : “アッ ー サ ラーム ・ ア ライ クム (あな た 方 に 平安 あれ ) 








| サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6245) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2154) 。 文 章 は ムスリム の も の 。 

2 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5177) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4312) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (23515) 。 文 章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 





92224 寺 M20ASz226122 グ 000 に で HU202 Pe の ー ツ ツー NG アル 6 倫 
承り 


@ 奴隷 や 年 少 者 の 許可 の 請 い 方 : 


至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 皿 

信仰 する 者 た ちよ 。 あ な た 方 の 右手 が 所 有する 者 た ち (奴隷 の こと ) 、 そ し 
て 成熟 し て いな い 者 た ち に は (昼夜 通し て ) 3 度 (の 時 間 帯 に ) 許可 を 請 わ 
せる の だ : (それ は つま り ) ファ ジェ (夜明け 前 の 礼拝 ) の 前 と 、 あ な た 
方 が 脱衣 し て いる か も し れ な い 正 午 (の 休息 時 間 ) 、 そ し て アシ ャ ネー ( 夜 の 
礼拝 ) の 後 で や る 。 (これ ら は ) あな た 方 の た め の ( 肌 が 起 わ に な る ) 3 つ 
の 私 的 な 時 間 (で ある ) 。 こ れ ら の 時 間 帯 の 他 は 、 あ な た 方 も 彼ら も (許可 
を 請う こと な く ) 自由 に 互い に 行き 来 し て も 罪 は な い 。 彼 ら は あな た 方 の も 
と を 顔 繁 に 廻る 者 た ち で あり 、 あ な た 方 は 互い に 行き 交 う 。 こ の よう に アッ 
ラー は 、 あ な た 方 に み し る し を 明らか に され る 。 ア ッ ラ ー は 全て を ご 存 知 で 
、 英 知 に 溢れ た お 方 で ある 。 (クル アー ン 24 : 58) 


() 許可 な し に は 第 3 者 を さ し お いて 内 緒 話 し な いこ と : 


7 グン スウ ー ド 人 全 に アッ ラー の こ 満 層 め あれ ) 信介 いま し た) ララ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 
が 3 人 で いる 時 、1 人 を そっ ちの け に し て 2 人 だ け で 内 緒 話 を し て は な ら な い 。 
それ は 彼 を 悲し ませ る で あろ うか ら 。” 」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 
伝承 り 

















() 許可 な し に は 他人 の 家 を 覗か な いこ と : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 誰 か が 許可 も な 
く あ な た の 家 を 覗き 、 そ れ で あな た が 彼 め が け て 石 を 投げ つけ 、 そ れ が 彼 の 
眼 を 失明 させ た と し て も 、 あ な た に 罪 は な い 。」 (アル ニテ プ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 











1 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5186) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4318) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (17844) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6290) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2184) 。 文章 は ふ ムスリム の も の 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6888) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2158) 。 文章 は ムスリム の も の 。 





